
表紙：津島 PC マクラギ化工事（関連記事：２～３ページ）

会報

Sakuyu

No.
2021 年（令和 3 年）

9 月 30 日

166
作友会 〒461‒0004　愛知県名古屋市東区葵３‒19‒７　TEL 052-935-2382　FAX 052-935-2390

Contents

工事紹介 … ……………………………………… 2-3
安全衛生推進大会 … …………………………… 4
優秀表彰 … ……………………………………… 5
前野木工新社屋インタビュー … ……………… 6-7
ペーパーブリッジ（中学校訪問イベント） … 8-9
THE 神業 ー専門工事密着取材ー … ………… 10-11
オンライン安全塾 … …………………………… 12-13

会員企業紹介 … ………………………………… 14-15
思い出の現場 … ………………………………… 16
2021 年度新規入会の会員紹介 ………………… 17
グリーンサイト事務局より … ………………… 18-19
作友会活動のあしあと（2021 年度 4～9 月） …… 20
編集後記 … ……………………………………… 20



矢
作
建
設
の
印
象
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

皆
、
気
さ
く
に
話
す
事
が
で
き

る
の
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と

り
や
す
い
で
す
。
ま
た
、
現
場
で

の
細
か
い
打
合
せ
も
時
間
を
惜
し

ま
ず
進
ん
で
し
て
い
た
だ
け
る
の

で
作
業
が
安
心
し
て
で
き
ま
す
。

現
場
を
良
く
す
る
た
め
に
、
心
掛
け

て
い
る
こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

津
島
Ｐ
Ｃ
マ
ク
ラ
ギ
化
工
事

は
、
３
業
者
で
行
う
の
で
お
互

い
に
協
力
で
き
る
こ
と
は
助
け

合
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
仕
上

が
り
に
つ
い
て
も
良
い
意
味
で

お
互
い
に
ラ
イ
バ
ル
意
識
を
持

っ
て
行
っ
て
い
る
の
で
全
体
的

に
綺
麗
に
で
き
て
い
ま
す
。

矢
作
建
設
の
印
象
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

鉄
道
工
事
で
は
連
続
夜
間
施

工
と
な
り
が
ち
で
す
が
、
笑
顔

を
絶
や
さ
ず
に
頑
張
っ
て
い
る

印
象
で
す
。
ま
た
、
困
っ
た
こ

と
が
あ
っ
た
際
は
、
親
身
に
な
っ

て
相
談
に
乗
っ
て
も
ら
え
ま
す
。

現
場
を
良
く
す
る
た
め
に
、
心
掛
け

て
い
る
こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

今
回
の
工
事
で
は
、
複
数
の

業
者
が
入
る
た
め
小
さ
な
こ
と

で
も
話
し
合
い
、
監
督
・
業
者

間
で
多
く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
取
る
よ
う
に
心
掛
け
て
い

ま
す
。

矢
作
建
設
の
印
象
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

現
場
で
一
生
懸
命
働
い
て
い

る
姿
が
印
象
的
で
す
。
夜
間
作

業
が
続
い
て
も
疲
れ
を
見
せ
ず

笑
顔
で
明
る
く
仕
事
を
し
て
い

ま
す
。

現
場
を
良
く
す
る
た
め
に
、
心
掛
け

て
い
る
こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

現
場
の
作
業
終
了
後
に
作
業

員
全
員
で
現
場
内
を
歩
い
て
、

綺
麗
な
現
場
で
あ
る
よ
う
に
お

客
様
目
線
で
点
検
確
認
す
る
よ

う
心
掛
け
て
い
ま
す
。

化工事

津島線 木田駅間七宝 上下

株式会社新道組
軌道工　職長

出口　武

株式会社岩倉組
軌道工

阿式昭人

有限会社徳丸興業　
軌道工

永田一宜

土木事業本部　鉄道本部　鉄道部
工事グループ　東部エリア

林　靖之

土木事業本部
工事グループ

田中

鉄道本部　鉄道部
西部エリア

邦典

愛知県あま市金岩地内
現場住所

2021年５月12日～
2021年10月29日

工　　期
マクラギ更換（P５H）	 1723本
マクラギ増設	 153本

工事概要
レール更換	 205.7m
道 床 更 換	 295m

踏 切 改 良	 １箇所
合成橋マクラギ化	58本� 他

土木事業本部　鉄道本部　鉄道部
工事グループ 中部エリア

岡田康宏

現
場
で
特
に
力
を
入
れ
て
取
り
組
ん

で
い
る
こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
工
事
は
、
３
つ
に
分
か
れ

た
工
区
を
東
、
中
、
西
３
つ
の

事
務
所
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
１
グ
ル

ー
プ
ず
つ
が
担
当
す
る
特
殊
な

現
場
で
あ
っ
た
た
め
、
い
つ
も
以

上
に
打
合
せ
を
密
に
行
い
手
戻

り
の
無
い
よ
う
心
掛
け
ま
し
た
。

現
場
で
特
に
力
を
入
れ
て
取
り
組
ん

で
い
る
こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

工
期
は
、
令
和
３
年
５
月
～

10
月
で
す
が
、
酷
暑
期
（
７
月

～
８
月
）
に
、
マ
ク
ラ
ギ
を
続

け
て
更
換
す
る
こ
と
は
軌
道
の

安
全
上
タ
ブ
ー
で
あ
り
、
６
月

中
に
更
換
す
る
必
要
が
あ
り
ま

し
た
。
ま
た
、
工
事
区
間
は
３

工
区
、
３
業
者
で
行
い
沿
線
住

民
に
も
配
慮
し
た
緻
密
な
工
程

調
整
が
必
要
で
あ
り
ま
し
た
。

現
場
付
近
の
お
ス
ス
メ
店
・�

�

ス
ポ
ッ
ト
等
の
紹
介

現
場
付
近
は
、
金
属
と
ガ
ラ

ス
の
合
体
工
芸
の
七
宝
焼
で
大

変
有
名
で
す
。
特
に
天
皇
皇
后

両
陛
下
も
訪
れ
た
こ
と
が
あ
る

あ
ま
市
七
宝
ア
ー
ト
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ

は
、
七
宝
焼
製
作
も
体
験
で
き

る
の
で
ご
家
族
と
行
か
れ
て
も

楽
し
い
ス
ポ
ッ
ト
で
す
。

現
場
を
紹
介
し
て
く
だ
さ
い
。

名
鉄
津
島
線
の
木
製
マ
ク
ラ

ギ
区
間
の
線
路
を
、
耐
久
性
に

優
れ
た
Ｐ
Ｃ
マ
ク
ラ
ギ
へ
の
交

換
お
よ
び
一
部
区
間
の
レ
ー
ル
、

道
床
砕
石
、
七
宝
６
号
踏
切
、

蟹
江
川
橋
マ
ク
ラ
ギ
を
交
換
す

る
現
場
で
す
。
こ
の
工
事
は
、

木
製
マ
ク
ラ
ギ
を
更
換
周
期
の

長
い
Ｐ
Ｃ
マ
ク
ラ
ギ
に
交
換
す

る
こ
と
に
よ
り
、
維
持
修
繕
費

用
の
低
減
や
列
車
の
乗
り
心
地

改
善
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

現
場
で
特
に
力
を
入
れ
て
取
り
組
ん

で
い
る
こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

担
当
し
て
い
る
工
区
は
駅
構

内
に
な
る
た
め
、
電
車
を
利
用
す

る
お
客
様
に
現
場
を
見
ら
れ
て
い

る
と
い
う
意
識
を
持
っ
て
施
工
を

行
っ
て
い
ま
す
。
特
に
作
業
終
了

後
の
点
検
は
複
数
人
で
行
い
、
安

全
に
列
車
が
運
行
で
き
る
よ
う

細
心
の
注
意
を
払
っ
て
い
ま
す
。
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6
月
16
日
、
矢
作
建
設
工
業
㈱
本
社
に

て
「
2021
年
度　

安
全
衛
生
推
進
大
会
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

昨
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
よ
り
中
止
と
な
っ
た
当
大
会
も
、
本

年
度
は
感
染
症
防
止
対
策
を
徹
底
し
た
中

で
、
一
部
の
方
を
除
き
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の

開
催
と
な
り
ま
し
た
。
当
社
役
職
員
、
関

連
会
社
社
長
、
作
友
会
か
ら
272
名
が
参
加

し
ま
し
た
。
最
初
に
、
名
和
中
央
安
全
衛

生
委
員
長
よ
り
「
開
会
の
言
葉
」
が
述
べ

ら
れ
た
後
、
髙
柳
社
長
が
挨
拶
に
立
た

れ
、「
安
全
管
理
の
高
度
化
は
最
重
要
か

つ
必
要
不
可
欠
な
取
組
み
で
あ
り
、『
安

全
は
す
べ
て
に
優
先
す
る
』
こ
と
を
深
く

認
識
し
、
重
大
災
害
の
撲
滅
に
一
丸
と

な
っ
て
努
力
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
強

調
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
後
、
名
古
屋
北
労
働
基
準
監
督
署

の
柳
澤
署
長
よ
り
い
た
だ
い
た
、
全
国
安

全
週
間
に
向
け
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
読
み
上

げ
ら
れ
ま
し
た
。
続
い
て
、
表
彰
式
が
行

わ
れ
、
優
秀
協
力
会
社
25
社
、
優
秀
職
長

27
名
の
表
彰
と
Ｙ
Ａ
Ｈ
Ａ
Ｇ
Ｉ
マ
イ
ス

タ
ー
10
名
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

次
に
、
安
全
環
境
部
、
土
木
事
業
本

部
、
建
築
事
業
本
部
の
3
件
の
安
全
衛
生

活
動
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
最
後
に
、

作
友
会
澤
野
会
長
よ
り
「
閉
会
の
言
葉
」

が
述
べ
ら
れ
、
大
会
が
終
了
し
ま
し
た
。

建築事業本部　施工本部
富 田 浩 史 株式会社岡本組
木 下 宗 保 橋本建設株式会社
永 瀬 貴 広 有限会社小林鉄筋
伊 藤 隆 寛 海津建設株式会社
洲 崎 清 次 株式会社協和工務店

建築事業本部　施工本部
西 川 克 徳 株式会社創羽
菱 田 昌 孝 株式会社アシスト
塚 原 清 司 株式会社新生
江 口 貴 弘 株式会社シンエイライフ
大 平 和 博 株式会社ハタノ

YAHAGI マイスター

土木事業本部　土木本部
下 田 幸 哉 SMCテック株式会社
向 笠 竜 太 有限会社知多環境開発
谷 向 優 也 株式会社テクノエコ
今 尾 哲 也 株式会社デミス
津 田 吉 則 株式会社西出組
井 上 稔 也 橋本建設株式会社
森 　 一 真 有限会社ピレネーエキスパート
今 村 真 悟 三島建設株式会社
東 　 和 久 株式会社森部組ハツリ
各 務 恭 輔 ライト工業株式会社

土木事業本部　鉄道本部
内 田 高 明 有限会社ツジシマ軌工
川 原 由 光 株式会社松大

建築事業本部　施工本部
一 戸 勝 年 株式会社アシスト
本 多 直 人 株式会社岡本組
羽佐田 孝治 株式会社岡本工務店
栫 　 浩 二 海津建設株式会社
永 瀬 貴 広 有限会社小林鉄筋
大 橋 孝 裕 櫻井工業株式会社
堤 　 和 樹 有限会社サンセラミック
下垣内　悟 株式会社新生
林　慎太郎 株式会社スミ設備
西 川 克 徳 株式会社創羽
松 澤 洋 一 東鐵工業株式会社
中 塚 　 輝 成瀬電気工事株式会社
倉 知 拓 郎 橋本建設株式会社
益 田 真 吾 株式会社ハタノ
仁村 耕之助 株式会社森部組ハツリ

優秀職長　表彰

土木事業本部　土木本部
大林道路株式会社
株式会社田口建設
有限会社知多環境開発
株式会社TSM
株式会社デミス
東興ジオテック株式会社
有限会社信澤土木
橋本建設株式会社
松原興業株式会社
株式会社宮本組
株式会社森部組ハツリ

土木事業本部　鉄道本部
株式会社新高土木
株式会社新道組

建築事業本部　施工本部
株式会社アシスト
株式会社岡本組
株式会社岡本工務店
有限会社小林鉄筋
佐藤興業株式会社
有限会社サンセラミック
株式会社新生
株式会社創羽
株式会社立松鉄工
成瀬電気工事株式会社
不二木材工業株式会社
安田株式会社

優秀協力会社　表彰

2021年度 優秀協力会社・職長・YAHAGIマイスター

表 彰
※五十音順

開会のことば　矢作建設工業㈱
中央安全衛生委員会　名和委員長

社長挨拶
矢作建設工業㈱　髙柳社長

閉会の挨拶
作友会　澤野会長

安
全
衛
生

安
全
衛
生

推
進
大
会

推
進
大
会

開
催
開
催

2021年度
ーオンラインー
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会社の理念やビジョン、存在意義など
の根本的なことから、採用計画、人材育
成についても盛り込まれています。業界や
世の中の動向、売り上げや利益計画など
を記載しています。経営計画発表会では、
全社員ならびに取引企業や金融機関の方
を招いて発表会もやっております。社員に
対して包み隠さず誠実にやることに意義が
あると考えています。

― 経営方針書には、どのようなことが書
かれているのでしょうか？

当社は、昭和40年（1965年）1月1日に先
代が創立しました。今年で55周年になりまし
た。矢作建設さんともかなり昔からお付き合
いさせていただいています。

―御社の沿革を教えてください。

弊社では毎年、「経営計画書」を策定し
ております。今回の新社屋建設も思い付
きではなく、長期ビジョンとして描いてき
た内容を実行したということです。

―新社屋完成おめでとうございます。今年
新社屋を建てられた経緯をお聞かせ
願えるでしょうか。

前回開催した時は、内定を出している
学生にも出席してもらいました。各部の発
表はそれぞれの担当者がやります。なの
で「社長の話は短めでお願いします」な
んていわれました。

―発表会で社員さんのベクトルも一つに
なりますね。

経営計画書を生き生きと語る前野社長は、目先
のことだけではなく、10年後 15年後まで考えてビ
ジョンを描いておられました。この新社屋建設もそ
の一つのステップに過ぎないとのこと。まだ完成し
ていませんが、1階にはショールームをつくる計画
だそうです。前野社長のビジョンがドンドン実現し
ていき、それを間近かに見る若い社員さんたちもす
ごくエネルギーに満ちていました。忙しい中、取材
にご協力いただき、ありがとうございました。

事務局から

私たちは元々、建具から始めた会社ですが、時代の流れを見ながら、家具やリフォーム
に力を入れています。リフォームといっても、モデルルームや新築マンションのオプションな
どさまざまな仕事があります。そこで大切にしていることは、お客様のニーズを予測し、そ
れを超えることで満足と感動を生み出すということです。そのためには、お客様とたくさん
話して、いろんな提案をしていくのですが、当社は単なるリフォームではなく、インテリアの
発想から提案するので喜ばれます。こうしたニーズを拾い上げる女性社員の感性も当社の
強みですね。また、すべての工事を当社が一社でできるワンストップな点も重宝がられます。

―御社の強みは？

造作家具・建具を通じて、
わざと心を磨き、

夢を実現し、
豊かな暮らしを創造します

前野修氏さん

株式会社前野木工
代表取締役今回は、前野木工さんの新しく建てられた新社屋の見学と

前野社長の熱い思いを伺ってきました。

前野木工
新社屋インタ

ビュー
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ペーパーブリッジコン
テス

ト

愛知県労働局の技能五輪・アビリンピック推進グループの事業の

一環として、名古屋市立大森中学に行きました。

その名も「ものづくり魂浸透事

業」。モノづくりが盛んな中部地方

で、技能五輪に出場するような逸

材を生み出すために、いろんな体

験を通じてモノづくりに興味を持っ

てもらうというものです。

今回は「ペーパーブリッジコンテスト」に挑

戦してもらいました。A5サイズのコピー用紙1

枚を折ったり丸めたりして、丈夫な橋をつくる

というものです。重し代わりの乾電池を何個ま

で載せられるかという課題に最高53本という新

記録が出ました。

体験で盛り上がった後に、橋

の形状や簡単な構造の仕組みを

レクチャーして、いつも見ている

橋や建物がどのように設計され

ているかを知ってもらいました。

7月２日に、紀伊さんら６名が訪問授業された守

山区の大森中学校で、１年２組に息子が在籍してお

り、その時の授業の話を聞きました。日頃、自信が

持てない息子が『できた！やってみたらできて面白

かった‼』と話しておりました。息子の父親としてお

礼申し上げます。不器用な息子が少し自信が持てた

ことが何よりでした。

中学生と言えば、まだまだ将来のことなんて考えられない年齢です。でも、それは、世の中のこと

を何も知らないということと同時に若さという無限の可能性があるということでもあります。そんな彼

ら、彼女らに建設業の魅力を少しでも伝えられたかなと思います。素直で柔軟な発想を繰り出す中学

生たちの中から、匠の技を持つ逸材が生まれてくれることを期待します（T.K）。

なんと！

作友会会員の息子さんが
おられました！

Vs.

中学生

160人

事務局感想
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建設現場の数ある工種の中でも、高所
における大型重量物の建て込みといえ
ば、鉄骨工事がその代表格です。一瞬
も気を緩めることができない危険と隣り
合わせの工事ですが、経験と緻密な段
取り、チームワークでとんでもないもの
をつくり上げます。今回は、超大型工
事 DPL弥富にて、株式会社大角組の
杉本さんにお話を伺いました。

この現場は、特に大きいですね。これほど大
規模なものは、今まで経験したことがないです。
ファブ（ファブリケータ）が5社入っていますから。

― 鉄骨工事というのは、とてつもなく大きい
というイメージがあるのですが。

工場で鉄骨を加工して、順次現場に搬入し
ていきます。建て方を担当する「とび工」と
本締めや溶接をしていく「鍛冶工」が連携を
取りながら進めていきます。建ちを誤ると誤
差が累積されていくので、トランシットを使
用してしっかりと固めていきます。

―鉄骨組立はどのように進めていくのでしょうか。

一般の人にはわかりにくいですが、この構
造物は SRC 構造（鉄骨鉄筋コンクリート）
なんです。後で鉄筋を組み立てるのが大変な
ので、柱の鉄筋を地組ヤードで先に組み立て
られるように金物を付けました。実際にうまく
いくか、モックアップ（模型）を作って実験
もしました。鉄筋屋さんには好評のようです。

―画期的な工夫をされているとか。

やはり、完成した時は、その大きさに自分で
もびっくりするくらい感動しますね。家族には
「俺がつくったんだ」と自慢したくなります。
また、工場のラインのような仕事と違い、現
場はいつも形状や条件が変わります。そんな
時過去の経験を生かして仕事をうまく進められ
るとうれしいですね。それが自信にもなります。

―この仕事のやりがいは？

今の時期は、気温も高くて大変なのですが、
鉄骨が直射日光を受けてかなり熱くなってい
ます。うっかり鉄骨の上に座ると、熱くて飛
び上がることも（笑）。また、冬場は、風が
強いと溶接ができないので大変です。ボルト
を入れるために、ボルシン（ボルト孔に打ち
込むことによって孔を合わせることができる
鋼鉄製のピン）を打ち込むのですが、この打
ち込みをいかに少なくしてボルトを入れていく
かということも考えながらやっています。そ
れも経験からくるコツですね。

―この仕事で大変なことは何ですか？

やはり作業間の連携です。材料の搬入、と
びさんたちの段取り、本締めや溶接のタイミ
ングなど、いろんなことを調整しながら進め
ます。お互いが、協力するという姿勢でやら
なければ仕事はうまくいきません。そういう
点では、この現場は、職員さんを含め、コミュ
ニケーションがしっかりとれています。

―現場を進めるうえで大切なことはなんでしょう。

G梁（大きな梁）は、ボルトが1か所120本
くらいあります。
柱はコラム（角柱）なのですが、何層も肉盛

りをするので、この溶接にも1日やって2～3本
くらいしかできません。

―これだけの大きな現場だと、ボルトの本締
めや溶接は、大変な作業量ですね。

土木出身の私には、鉄骨のイメージは「ゴツイ、
いかつい、危険、怒号」みたいなイメージでした。
でも、今はコミュニケーションや連携を大切にする
ワンチームだそうです。鉄骨だけではなく、鉄筋
の組み立てに至るまで知恵と経験を活かしながら、
常に進化している姿はさすがです。こんなにもデカ
イものを小さな人間が力を合わせてつくり上げると
いうまさに「神業集団」を目の当たりにし、少年の
ようにワクワクしてしまいました。忙しい中、取材
にご協力いただき、ありがとうございました。

事務局から

杉本翔平さん

株式会社立松鉄工協力会社
株式会社大角組　職　長

  （経験12年）

10さくゆう NO.NO.16616611 さくゆう NO.NO.166166



0101 安全塾ってなに？いつやるの？

0505 どんな内容なの？
下記の通りで予定していますが、皆さんのご要望の多いテーマは優先して取り上げていきます。

0606 今後の予定は？

え～、仕事が終わってからやるの？

日常業務に支障が出ないように開催しています。仕

事が終わって疲れている時間帯にもかかわらず、毎回

200名近い方にご参加いただき、協力会社各社の
安全に対する意識の高さに感動し、講師としても
力が入ります。

0303 あまり小難しい話は嫌いだけど…

法令ばかりの堅苦しい勉強会にならないよう、エンジェ

ルレポートなど、建設業に対する誇りや仕事に対する
モチベーションが高まるコーナーも入れています。

毎月テーマを変えて、現場で実践できる内容をポイントを絞って伝えます。〇×クイズ、グループディスカッション
など、参加型を意識しながら、堅苦しくない構成を意識しています。また、事例研究や経験談などを用いて、絵
に描いた餅ではなく現場に即した内容にしています。

毎月第2または第3金曜日の18：00～19：00
にオンラインで開催される無料の勉強会です。

0404 資料はあるの？

事前に申し込んでいただいた方に、あらかじめ zoomのID

と書き込み式の資料を送付します。その資料を利用し
ながら、学んだことを復習できるようにしています。

0202 どんな人が受講するの？

作友会員および協力会社の事業主・幹部・監督・
職人の皆さんです。事前に申し込んでもらえれば、

どなたでも参加できます。矢作建設の若手職員も
受講します。

0707 過去に開催したものの録画は見れるの？
◆第1回（飛来落下災害防止）
https://youtu.be/N3vhq4a4unA

◆第 2回（公衆災害防止）
https://youtu.be/JfmoBJN64HA

◆第 3回（熱中症防止）
https://youtu.be/-asukbNDo3U

◆第 4回（不安全行動をなくす）
https://youtu.be/wLQ-8xZ8znQ

まだ参加したことのない方も、毎回来ていただいて
いる方も、ベテランも新入社員も、老若男女もぜひ、
ご参加ください。

問い合わせ先：info-sakuyukai@yahagi.co.jp

YouTubeで限定公開しています。右記URLまたは、

QRコードからご覧になることができます。

ってどんなもの？

開催日程およびテーマ一覧表（予定）

開催日 研修テーマ

① ５/14 飛来落下事故防止　～ナメたら怖い飛来落下災害～

② ６/18 公衆災害防止　～建設業で本当にあった怖い話～

③ ７/９ 熱中症防止　～アスリート的熱中症予防術～

④ ８/６ 不安全行動をなくす
　　～どうしても守りたい３つのもの～

⑤ ９/17 小型機械取り扱い事故防止　～今すぐできる４つのこと～

⑥ 10/15 高所からの墜落災害防止　　～ベテランだからこそ妥協しない～

開催日 研修テーマ

⑦ 11/12 ヒューマンエラー防止　　～脳科学から見たヒューマンエラー防止～
⑧ 12/10 交通事故防止　～事故事例から学ぶリアルな恐怖～

⑨ １/14 クレーン災害防止　　～汎用機械だからこそ事故が多いんだ～

⑩ ２/18 高所作業車の転倒防止　　～基本を守ることは、命を守ること～

⑪ ３/11 アクティブ安全管理　　～優良事例から学ぶ現場風土のつくり方～
※日程およびテーマは変更になる場合があります

終了

終了

終了

終了

終了
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会
社
の
理
念
、
目
指
す
べ
き

も
の
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

当
社
は
、
昭
和
48
年
に
先
代
に
よ
り
創
業
し

ま
し
た
。
会
社
の
方
針
は
「
な
ん
で
も
や
ろ

う
！
」
で
す
。
型
枠
大
工
で
始
め
た
会
社
で
す

が
、
型
枠
だ
け
で
な
く
、
足
場
や
支
保
工
、
コ

ン
ク
リ
ー
ト
打
設
ま
で
、
建
設
に
関
す
る
引
き

出
し
を
増
や
し
て
、「
多
能
工
」
と
し
て
の
技

術
レ
ベ
ル
を
上
げ
て
い
き
ま
す
。

社
員
構
成
や
社
内
の
雰
囲
気
は
？

当
社
に
は
13
名
の
社
員
が
い
ま
す
。
平
均
年

齢
は
45
歳
く
ら
い
で
、
最
高
年
齢
は
72
歳
の
ベ

テ
ラ
ン
も
い
ま
す
。
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
の
技
能
実

習
生
が
3
人
い
ま
す
が
、
彼
ら
も
当
社
の
力
強

い
戦
力
で
す
。

当
社
は
従
業
員
を
大
事
に
す
る
会
社
で
す
。

社
内
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
一
環
で
、
食

事
会
や
バ
ー
べ
キ
ュ
ー
を
や
り
ま
す
が
、
そ
の

時
は
従
業
員
の
家
族
に
も
来
て
も
ら
っ
て
に
ぎ

や
か
に
や
っ
て
い
ま
す
。
最
近
は
コ
ロ
ナ
の
影

響
で
開
催
で
き
て
い
な
い
の
が
残
念
で
す
。

自
社
が
得
意
と
す
る
と
こ
ろ
は
？

や
は
り
、
本
業
は
型
枠
大
工
で
す
か
ら
、
早

く
キ
レ
イ
に
組
み
上
げ
る
こ
と
で
す
。
そ
の
た

め
に
、
世
話
役
は
、
自
分
で
金
槌
を
振
る
の
で

は
な
く
、
安
全
・
品
質
・
工
程
を
含
め
た
段
取

り
を
考
え
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

要
望
は
あ
り
ま
す
か
？

土
木
で
も
「
Ｙ
Ａ
Ｈ
Ａ
Ｇ
Ｉ
マ
イ
ス
タ
ー
」

制
度
が
で
き
る
と
職
人
の
励
み
に
な
る
と
思
い

ま
す
。

今
ま
で
印
象
に
残
っ
た
現
場
は
？

東
海
環
状
金
草
川
橋
下
部
工
事
で
す
ね
。
工

期
は
厳
し
か
っ
た
で
す
が
、
こ
の
現
場
か
ら
型

枠
だ
け
で
な
く
、
足
場
や
支
保
工
、
コ
ン
ク
リ
ー

ト
打
設
な
ど
も
や
り
始
め
、現
在
に
至
り
ま
す
。

そ
の
後
、
国
土
交
通
省
の
工
事
も
た
く
さ
ん

や
ら
せ
て
い
た
だ
き
、
名
二
環
か
の
里
の
現
場

で
は
、
中
部
地
方
整
備
局
か
ら
専
門
工
事
会

社
、
な
ら
び
に
専
任
技
術
者
と
し
て
表
彰
し
て

も
ら
い
ま
し
た
。

若
く
し
て
経
営
者
と
な
っ
た

苦
労
話
や
エ
ピ
ソ
ー
ド
は

あ
り
ま
す
か
？

僕
は
、
17
歳
で
型
枠
大
工
の
道
に
入
っ
た
の

で
す
が
、
当
時
の
社
長
か
ら
は
現
場
に
出
な
い

よ
う
に
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
で
も
現
場
に
出

な
き
ゃ
仕
事
も
覚
え
ら
れ
な
い
と
思
っ
て
自
分

か
ら
現
場
に
出
た
の
で
す
が
、「
何
も
知
ら
な

い
役
立
た
ず
」
と
バ
カ
に
さ
れ
ま
し
た
。『
ク

ソ
ッ
、
今
に
見
て
ろ
！
』
と
思
っ
て
必
死
に

な
っ
て
仕
事
を
覚
え
、
22
歳
の
時
に
は
職
長
と

し
て
現
場
を
任
せ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
そ
う
し
た
経
験
が
あ
っ
た
か
ら
、
他
の

職
人
さ
ん
た
ち
に
も
認
め
ら
れ
た
ん
じ
ゃ
な
い

で
し
ょ
う
か
。

矢
作
建
設
に
思
う
こ
と
は
？

他
の
ゼ
ネ
コ
ン
よ
り
も
、
矢
作
建
設
の
職
員

さ
ん
は
現
場
の
こ
と
を
よ
く
知
っ
て
お
ら
れ
ま

す
。
他
社
で
は
、
ず
っ
と
事
務
所
に
い
る
監
督
も

多
い
で
す
が
、
矢
作
さ
ん
は
よ
く
動
き
、
自
分

た
ち
の
現
場
だ
と
い
う
意
識
が
高
い
ん
だ
と
思
い

ま
す
。
そ
の
よ
う
に
所
長
さ
ん
た
ち
が
若
手
職

員
を
育
て
て
い
る
ん
で
し
ょ
う
ね
。
僕
た
ち
も
現

場
の
話
が
通
じ
る
し
、
仕
事
が
し
や
す
い
で
す
。

飾らない性格の田代社
長は、今も自ら現場に
出て陣頭指揮もされて
います。仕事を知って
いるという自信と面倒
な仕事でも率先垂範し
てやる姿に他の職人さ
んたちもついてくるん
だろうなと思いました。
若いころは結構やん
ちゃだったらしいです
が…笑

株式会社秀栄工務店
所在地：名古屋市緑区
業　種：型枠工事業

Pick up!

訪
問

会
員
企
業

今回は、国交省発注の土木工事
でも活躍されている株式会社秀栄
工務店さんを紹介します。

Report

14さくゆう NO.NO.16616615 さくゆう NO.NO.166166



有限会社小林鉄筋
代表取締役

小 林 勝 正

思 い 出�
の

現 場
建　築

工事名称：�新穂高� �
ロープウェイ� �
2区線更新工事

工事場所：�岐阜県 吉城郡
上宝村

工事期間：‌�1997年 4月～
1998 年 6月

発 注 者：�安全索道株式会社

現場名

ど
の
よ
う
な
現
場
で
し
た
か

標
高
２１５０
メ
ー
ト
ル
、
酸
素
濃
度
は
平
地
の

８０
％
以
下
、
気
温
は
平
地
よ
り
も
お
よ
そ
１３
度

低
く
、
自
然
の
影
響
を
も
ろ
に
受
け
て
し
ま
う

環
境
下
の
現
場
で
し
た
。

普
段
と
は
ま
っ
た
く
違
う
環
境
下
故
に
他
業

者
、
矢
作
職
員
と
の
連
携
や
信
頼
関
係
が
と
て

も
大
切
な
現
場
で
し
た
。

苦
労
し
た
こ
と
、
失
敗
談
な
ど

材
料
加
工
、
搬
入
、
施
工
方
法
、
工
程
管
理
、
ど

れ
を
取
っ
て
も
従
来
の
も
の
と
は
ま
っ
た
く
違
い
ま

し
た
。
現
地
に
加
工
場
を
作
り
、
運
搬
方
法
は
山
頂

ま
で
の
道
路
が
な
い
こ
と
か
ら
、
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
の

ゴ
ン
ド
ラ
で
運
ぶ
と
い
っ
た
驚
き
の
方
法
で
し
た
。

施
工
に
至
っ
て
も
酸
素
濃
度
が
低
い
た
め
に

圧
接
が
ほ
ぼ
使
え
な
い
等
、
さ
ま
ざ
ま
な
制
限

の
中
で
の
施
工
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
変
わ
り
や
す
い
山
の
天
気
や
高
地
な

ら
で
は
の
強
風
の
た
め
、
日
々
工
程
の
調
整
が

必
要
な
現
場
で
し
た
。

ど
れ
を
取
っ
て
も
街
中
の
現
場
で
は
で
き
な

い
経
験
ば
か
り
で
記
憶
に
残
る
現
場
で
す
。

毎
日
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
で
山
頂
駅
に
登
っ
て
作

業
を
し
、
終
わ
っ
た
ら
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
で
山
を

降
り
る
訳
で
す
が
、
作
業
中
に
天
候
が
悪
く
な

り
帰
り
の
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
が
出
せ
な
い
こ
と
が

ち
ょ
く
ち
ょ
く
あ
り
ま
し
た
。

そ
ん
な
時
ど
う
や
っ
て
帰
る
の
か
と
い
う
と
、�

歩
い
て
帰
る

歩
い
て
帰
る
の
で
す
。
登
山
道
を
３
時
間
も�

か
け
て
帰
り
ま
し
た
。
泣
け
て
き
ま
し
た
。

そ
ん
な
歩
い
て
下
山
し
て
い
た
あ
る
日
の
こ

と
、
途
中
で
動
け
な
く
な
っ
て
い
る
年
配
の
登

山
者
に
遭
遇
し
て
皆
で
救
助
し
た
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
。
最
終
的
に
索
道
工
事
の
キ
ャ
タ
ピ
ラ

付
き
の
ト
ラ
ッ
ク
の
よ
う
な
も
の
に
乗
せ
救
助

し
た
の
を
よ
く
覚
え
て
ま
す
。

思
い
出
に
残
っ
て
い
る
こ
と
、�

�

喜
び
・
感
動
し
た
こ
と

施
工
中
に
よ
く
訪
れ
た
お
店
や
場
所

山
頂
駅
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
毎
日
昼
食
を
食
べ

て
い
ま
し
た
。
毎
日
通
っ
て
い
る
内
に
段
々
と

お
店
の
従
業
員
さ
ん
と
も
仲
が
良
く
な
り
、
途

中
か
ら
は
メ
ニ
ュ
ー
を
自
分
流
に
カ
ス
タ
マ
イ

ズ
し
た
り
、
メ
ニ
ュ
ー
に
な
い
物
を
食
べ
ら
れ

た
り
と
昼
食
が
楽
し
み
で
し
た
。

昨
年
、
久
し
ぶ
り
に
家
族
と
行
き
ま
し
た

が
、
普
通
の
メ
ニ
ュ
ー
し
か
食
べ
ら
れ
な
か
っ

た
の
で
、
そ
の
当
時
だ
け
の
特
別
な
も
の
だ
っ

た
ん
だ
と
し
み
じ
み
と
思
い
出
さ
れ
ま
し
た
。

当
時
の
矢
作
建
設
社
員
や
作
友
会
員

（
協
力
会
社
）
に
向
け
て
メ
ッ
セ
ー
ジ

ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
の
ゴ
ン
ド
ラ
を
使
っ
た
荷
上
げ

は
、
毎
日
夜
に
矢
作
建
設
の
職
員
さ
ん
に
ロ
ー
プ

ウ
ェ
イ
を
運
転
し
て
も
ら
っ
て
、や
っ
て
い
ま
し
た
。

私
も
一
緒
に
荷
上
げ
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す

が
、
こ
れ
を
毎
日
や
っ
て
い
る
と
思
う
と
頭
が

下
が
り
ま
し
た
。

昼
夜
で
肉
体
的
に
辛
い
だ
け
で
な
く
、
夜
の

山
は
本
当
に
暗
く
て
怖
い
ん
で
す
。
よ
く
分
か

ら
な
い
獣
の
鳴
き
声
が
聞
こ
え
た
り
と
。

他
の
協
力
会
社
さ
ん
達
も
本
当
に
色
々
と
協

力
し
て
く
れ
た
り
、
助
け
て
く
れ
た
り
と
感
謝

し
て
い
ま
す
。

あ
の
現
場
に
は
業
者
を
問
わ
ず
協
力
し
て
い

く
雰
囲
気
、
一
体
感
が
あ
り
ま
し
た
。

あ
の
特
別
な
環
境
下
で
し
か
生
ま
れ
な
い
雰

囲
気
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
一
緒
に
で
き
て
本

当
に
良
か
っ
た
で
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今回作友会に、入会させて頂きましてありがとうございます。当社は、「安全・実績・信頼」をモットーに日夜努力

致している県内業者です。なお一層、矢作建設工業株式会社様・作友会メンバーの会社様に信頼を得られるように

頑張らせて頂きますので、よろしくお願い致します。

株式会社国見重機工業
クレーンリース・基礎工事・
プラント工事・一般貨物自動車運送

業 種

有限会社ピレネーエキスパート

この度は、作友会に入会させて頂き誠に

ありがとうございます。当社は『個性、知

識を無限に発揮し、前進あるのみ』を社訓

に安全を第一優先に仮設足場工事をさせ

て頂きます。皆様、よろしくお願い致します。

仮設足場工事業・塗装工事一式業 種

株式会社大阪スイコー

この度は、作友会に入会させて頂き、あ

りがとうございます。これからのより良い

街づくりに貢献できる様、社員一丸となり

一層の努力をし、邁進していきたいと思い

ます。これからもよろしくお願い致します。

土木工事・外構工事・解体工事業 種

新入会員紹介
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おわりに
グリーンサイトはグリーンファイル初回提出後、必要に応じて再提出をしていただくものです。入場前登録が大前提ですが、
入場後に追加があれば即時登録願います。再下請負通知書の内容に変更があれば随時更新を行ってください。（例：契約関
係書類の添付、注文者との契約日の入力、工期の確認、主任技術者の変更など）
さくゆうバックナンバーも是非ご覧いただき、標準チェック項目として整備してください。
No．163（2020年3月31日発刊）P.18-19、No．164（2020年9月30日発刊）P.12-13、No．165（2021年3月31日発刊）P.14-15

※「グリーンサイト」は株式会社MCデータプラスの登録商標です。
※本資料の中の「グリーンサイト」のロゴ、画面キャプチャは、株式会社MCデータプラスの許諾を得て掲載しています。

グリーンサイトにはMCデータプラスから提供されている各種マニュアル、動画が
画面右上に常に表示されている【使い方（本のマーク）】からご確認いただけます。
新しく担当になったとき、久しぶりに操作するときなど、引き継ぎにも是非ご活用ください。 「困った」を解決！

で

提出時の留意事項
グリーンサイトは施工体制台帳と安全書類がひとまとめになっています

自社作成書類はもとより、下位協力会社作成書類の確認も必要です！

正しく編成に組みましたか？1

請負工事の一人親方は自社作業員名簿に加えるのではなく、１つ下の階層に編成することココを
チェック

最後に書類提出ボタンを押しましたか？7

建設業許可を持っている場合…グリーンサイトに登録の許可証情報の期限が切れていませんか？3

下位協力会社についても確認しましたか？ココを
チェック

建設業許可を持っている場合…主任技術者の添付書類は確認しましたか？4
⃝資格内容　資格証又は実務経験書の写し　⃝資格・実務経験の内容が工事に合致しているか
⃝直接的かつ恒常的な雇用関係を示す書類

ココを
チェック

再下請負通知書には、あらかじめ企業情報編集画面で登録した情報が正しく反映されていますか？5

例：青色の文字になっていれば添付書類が添付されていますココを
チェック

一次会社として下位協力会社の不備事項が無いことを確認
及び不備事項がある場合　指導中ですか？

6

二次が依頼企業の場合は対応期日を区切るなど管理してくださいココを
チェック

グリーンサイトの使い方マニュアルに、全体の流れと各項目の操作手順が丁寧に説明されています。是非活用してください
https://manual.kensetsu-site.com/gs/flow

グリーンサイト登録情報を見直しましょう ●企業情報 ●従業員情報

〈主任技術者〉
直接的かつ恒常的な雇用関係を示す書類（在籍証明）の添付箇所の変更

2

グリーンサイトに所定の添付箇所が新設されました。
必ず【恒常的雇用関係を示す書類】の欄に健康保険証等の写しを添付してください。
（�既存の健康保険証欄への添付だけでは元請に提出した再下請負通知書の添付書類とはなりません。）
一次協力会社ご担当者は、下位編成協力会社についてもご確認ください。
詳しくはMCデータプラスからのお知らせ（2021/1/22掲載）内添付ファイル（P.5-8）をご確認ください。

送り出し教育の実施及び
教育日の入力1
●�入場前に作業員名簿を登録し、�
元請へ提出

● �新規入場者アンケート用紙は
QRコード付きで提出
現場独自のアンケート様式がある場
合は、QRコード無しでかまいません
（現場の指示に従ってください）。
労働災害防止の観点から、送り出
し教育を必ず実施してください。

従業員情報の受診日を登録してください。

《期限切れ従業員の確認！》

最新の健康診断受診日を登録
（下位の受診状況確認必須）6

適切な社会保険への加入
（下位の加入状況確認必須）5

下位協力会社が適切な社会保険に加入し

ているかの確認をしてください。

国土交通省ホームページ内
適切な保険について
https://www.mlit.go.jp/common/001242518.pdf

適切な保険の確認シート
https://www.mlit.go.jp/common/001219923.pdf

参　考

労災保険特別加入の更新
（�グリーンサイトに写しを添付し
有効期限を入力）

3

更新後、加入証の写しをグリーンサイト所定の箇所に添付してください。
現場へ入場する一人親方・施工作業する中小事業主については、必ず更新を確認し、作業員名簿に加えてください。

重要 ご通知事項!重要

登録操作についてご不明な点は下記までご連絡ください
⃝グリーンサイトヘルプデスク　0570－020－540
⃝�矢作建設工業㈱　建築事業本部　管理部・土木事業本部　土木企画部
担当：�鈴木　080-1605-1095　　日高　090-3568-0067� �

加藤　080-8652-2152
グリーンサイト事務局の主管部署・連絡先が変更となりました。お電話の際は上記携帯電話まで
お願いいたします。操作に関しては、グリーンサイトヘルプデスクをご活用ください。

外国人の入場は
【外国人就労報告書】の提出が必須です��
入場前に作成！

4

※�外国籍の従業員は在留資格を正しく登録して
ください。在留カード・パスポートの登録は
必須です。

　 �パスポート写しの添付、在留期限、パスポート
有効期限の登録が無いと外国人就労報告書
が作成できません。

従事する業務内容を所属会社の責任において必ず
確認してください。

『技術・人文知識・国際業務』の在留資格では現場作業が
できません。

在留資格の注意事例

外国籍の方について　�⃝在留資格は正しく入力されていますか？� �
⃝外国人就労者報告書は添付されていますか？

2

作業員名簿と同時に所定の外国人就労者報告書を作成ココを
チェック

⃝�工期内に作成すること。作成画面が出ないときは工期を未来の日付に変更→作成→書類提出
⃝�工期外となった場合は、提出一覧画面に表示されなくなるが、提出履歴一覧ボタンから閲覧可能

POINT

下位依頼企業から、登録内容の追加・更新が来ていませんか？都度確認
元請に書類提出を行うことができるのは一次協力会社のみ。編成下位全体を管理し提出遅れのないように！POINT

グリーンサイトグリーンサイト
だよりだより
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作友会活動の

あしあと

2021年度上半期（4月～9月）

編
集
後
記

作友会へのご意見・ご要望は、右記メールアドレスまでご連絡ください。　　info-sakuyukai@yahagi.co.jp

⃝

第
９７
回
理
事
会

4
月
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
防

止
対
策
に
伴
い
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
て
開
催

し
ま
し
た
。

⃝

第
５１
回
定
期
総
会

4
月
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
防

止
対
策
に
伴
い
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
て
開
催

し
ま
し
た
。

⃝

鉄
道
近
接
作
業
者
講
習
会

4
月
、
6
月
、
8
月
に
鉄
道
技
術
研
修
セ

ン
タ
ー
に
て
開
催
し
、
延
べ
２７４
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

⃝

オ
ン
ラ
イ
ン
安
全
塾

5
月
、
6
月
、
7
月
、
8
月
に
オ
ン
ラ
イ

ン
に
て
開
催
し
、
延
べ
８０９
名
が
参
加
し
ま

し
た
。（
本
誌
12
、
13
ペ
ー
ジ
参
照
）

⃝

安
全
衛
生
推
進
大
会

6
月
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
防

止
対
策
に
伴
い
、
一
部
の
方
を
除
き
オ
ン

ラ
イ
ン
に
て
開
催
し
、
矢
作
グ
ル
ー
プ
役

職
員
１５３
名
、
作
友
会
員
１１９
名
が
参
加
し
ま

し
た
。（
本
誌
４
ペ
ー
ジ
参
照
）

⃝

第
４１
～
４３
回
建
築
部
会

４
月
、
７
月
、
９
月
に
開
催
し
、
矢
作
建

設
工
業
㈱
本
社
に
は
建
築
部
会
役
員
延
べ

３４
名
と
矢
作
建
設
役
職
員
延
べ
３６
名
、
オ

ン
ラ
イ
ン
で
は
建
築
部
会
員
延
べ
１３４
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

⃝

建
築
部
会
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル

6
月
～
9
月
に
建
築
部
会
員
１０
社
と
矢
作

建
設
職
員
延
べ
１０
名
が
5
現
場
の
パ
ト

ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま
し
た
。

⃝

全
国
安
全
週
間
特
別
パ
ト
ロ
ー
ル

7
月
に
作
友
会
員
11
社
と
矢
作
建
設
役
職

員
延
べ
41
名
が
31
現
場
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を

実
施
し
ま
し
た
。

⃝

職
長
・
安
全
衛
生
責
任
者
教
育

7
月
に
矢
作
建
設
工
業
㈱
鉄
道
技
術
研
修

セ
ン
タ
ー
に
て
開
催
し
、
26
名
が
参
加
し

ま
し
た
。

⃝

作
友
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

現
地
Ｋ
Ｙ
Ｋ
、
事
業
主
パ
ト
ロ
ー
ル
の
教

育
動
画
を
掲
載
し
ま
し
た
。

～
そ
の
ほ
か
、
ブ
ロ
グ
お
よ
び
施
工
管
理

技
士
対
策
問
題
を
毎
週
配
信
中
～

事
務
局
の
大
島
で
す
。
今
回
は
、
名
古

屋
市
守
山
区
に
あ
る
大
森
中
学
校
へ
お
邪

魔
し
、
1
年
生
の
全
生
徒
を
対
象
と
し
た

体
験
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
頭

を
使
う
ペ
ー
パ
ー
ブ
リ
ッ
ジ
で
の
ワ
ー
ク
に

子
供
達
も
夢
中
に
な
り
、
気
づ
い
た
と
き

に
は
先
生
も
夢
中
に
な
る
ほ
ど
の
大
盛
況

で
し
た
！
皆
さ
ん
も
ご
自
宅
な
ど
で
お
試

し
い
た
だ
き
、
お
子
さ
ん
の
い
る
方
は
是

非
ご
一
緒
に
楽
し
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
♪

（
本
誌
8
、
9
ペ
ー
ジ
参
照
）

ま
た
、
今
号
よ
り
建
設
業
に
因
ん
だ
4

コ
マ
漫
画
を
追
加
し
ま
し
た
。
あ
る
あ
る

ネ
タ
も
出
て
く
る
か
と
思
い
ま
す
の
で
、

毎
号
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
と
幸
い
で
す
☆彡

今
回
、
紙
面
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し

た
皆
様
、
お
忙
し
い
中
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

最
後
に
、
私
事
で
す
が
昨
年
10
月
無
事

に
男
児
を
出
産
し
5
月
よ
り
職
場
復
帰
い

た
し
ま
し
た
。
産
後
6
ヵ
月
と
い
う
早
い
段

階
で
の
復
職
で
す
が
、
前
回
の
出
産
時
に

は
経
験
し
な
か
っ
た
大
変
さ
や
新
た
な
発

見
な
ど
か
ら
『
経
験
し
学
び
活
か
す
』
こ

と
の
大
切
さ
と
周
り
の
協
力
や
生
活
環
境

か
ら
『
協
力
・
共
感
』
の
必
要
性
を
改
め

て
実
感
し
良
い
経
験
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

ら
を
糧
に
今
後
も
精
進
し
て
参
り
ま
す
の

で
引
き
続
き
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
！

最
後
ま
で
お
読
み
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
次
号
は
3
月
末
発
行

予
定
で
す
♪

�

（
作
友
会
事
務
局　

大
島
）

作画：ひなたゆうべ

20さくゆう NO.NO.166166


